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指導資料 教育相談 第127号
－小・中・高等学校対象－

鹿児島県総合教育センター 平成22年４月発行

学習に苦戦している児童生徒を支える教育相談

本県の平成21年度全国学力・学習状況調査

結果をみると，３割程度の児童生徒が授業内

容の理解に難しさを感じている。これまで学

校では，教科指導法の改善等，分かる授業に

重点を置いた取組がなされてきた。

しかし，授業内容の理解の難しさのほかに，

様々な要因から学習に不安や悩みを抱えてい

る児童生徒も少なくない。

そこで本稿では，様々な要因から学習に不

安や悩みを抱えている児童生徒を「学習に苦

戦している児童生徒」ととらえ，それを支え

る教育相談の進め方について述べる。

１ 本県の児童生徒の実態から

図１は，平成18年度に当教育センターが

実施した本県の「児童生徒が不安を感じる

原因」に関する実態調査の結果である。
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児童生徒が不安を感じる原因として「授

業が分からない」，「進路に見通しがもて

ない」という回答が上位であった。

また，平成20年度当教育センターにあっ

た学業・進路に関する電話相談の主な内容

は，次のとおりである。

このように児童生徒が，学業・進路に関

して，不安に思ったり，悩んだりする内容

は様々である。

学習に不安や悩みを抱える児童生徒は，

ストレスが溜まったり，自己肯定感が低下

したりするなど，心理的に不安定な状態に

陥りやすい。また，そのような不安定な状

態が，不適応行動を引き起こす場合もある。

そこで学校においては，学習に苦戦して

いる児童生徒の理解を深め，積極的に児童

生徒を支える教育相談を行うことが必要で

ある。

○ 「勉強をしたいという気持ちがわかない。」

○ 「いくらやっても駄目なものは駄目なのに，

どうして勉強をしなければならないの。」

○ 「勉強する意味がわからなくなった。」

○ 「毎日欠かさず宿題をしていくのに成績が上

がらない。」

○ 「自分が希望して入学した学校であったが，

思い描いていた学校とは違っていた。」

調査対象：小学６年生613人，中学３年生469人，
高校１年生513人，合計1595人 複数回答

図１ 児童生徒が不安を感じる原因
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２ 学習に苦戦している児童生徒の理解

学習に苦戦する要因は様々であり，学校

においては，その要因を踏まえて児童生徒

を理解する必要がある。ここでは，児童生

徒が抱える主な要因を示す。

（1） 認知的要因

（2） 情緒的要因

（3） 行動的要因

今の勉強，将来
何の役に立つわ
け？意味ないこ
とを毎日やらされ
るのは本当にし
んどいなあ・・・。

どうしてボクは，こん
なに勉強ができない
んだろうなあ・・・。
ボクって本当にだめ
な子だよね・・・。

また，今度のテスト８０点しか
とれなかった・・・。１００点とれ
なきゃ意味ないし，もう疲れ
ちゃったなあ・・・。

自己評価が低い場合自己評価が低い場合
進路意識が低い場合進路意識が低い場合

「～でなければならない」志向が強い場合「～でなければならない」志向が強い場合

毎日の勉強つまらない
なあ・・・。全部国語か
図工だったらいいのに。
それ以外はまったくや
る気が起こらない・・・。

ああ，勉強って本当に
嫌だ・・・。何で勉強な
んてあるんだろう。毎
日イライラして，何も楽
しくない・・・。

人と交わるのは苦手だから・・・。
グループで一緒に活動するのは
いやだなあ・・・。

勉強が嫌いな場合勉強が嫌いな場合 関心に偏りがある場合関心に偏りがある場合

集団になじめない場合集団になじめない場合

自分についての誤ったとらえ方や思い込みなど

何らかの理由による学習に対するマイナス感情など

学習方法，学習習慣が身に付いていないなど

よくみんなあれだ
けの宿題やってこ
れるよなあ・・・。絶
対時間が足りない
と思うんだけど・・・。

勉強って，何をどんな
順番でやったらいい
のかな？やろうとして
も気持ちだけ焦って
全然進まない・・・。

家に帰って夕飯食べるとすぐ眠くなって寝ちゃう
んだよなあ・・・。昨日も宿題終わらなかったし，
どうしていつもこうなっちゃうんだろう・・・。

スタディスキルが低い場合スタディスキルが低い場合

学習習慣が身に付いていない場合学習習慣が身に付いていない場合

時間管理が苦手である場合時間管理が苦手である場合

３ 学習に苦戦している児童生徒への対応

児童生徒への基本的な対応においては，

不安や悩みを受け止め，共感的理解に努め

ながら，指導・援助することが必要である。

次に，前述した児童生徒が抱える主な要

因への対応のポイントを示す。

（1）認知的要因への対応のポイント

（2）情緒的要因への対応のポイント

（3）行動的要因への対応のポイント

【自己肯定感の高揚を促す】
・ 「自分にはできない」と思っている場合は，積極的
に「できている」面を認め，伝える。

・ 思うような結果が出ずに苦しんでいる場合は，積極
的に「努力している」面を認め，伝える。

【明るい将来をイメージできるようにする】
・ 自分の将来に向けたプラスのイメージをもてるよう
にし，自己の可能性への気付きを促す。

・ 進路に関する様々な情報の提示により，自己の適性
について肯定的に考えることができるようにする。

【誤ったとらえ方や思い込みを修正する】
・ 「～でなければならない」との誤ったとらえ方や思

い込みを解きほぐし，ものの見方，考え方を拡げる。

【学習に対する興味・関心を引き出す】
・ 児童生徒の得意分野に関連した話題や学習をきっか
けに，学習に対するマイナス感情を緩和していく。

【達成感をもつことができるように支援する】
・ チャレンジしやすい課題を設定することによって，
達成感を味わう機会が増えるようにする。ただし，児
童生徒の自尊感情を損なわないように十分配慮する。

【学級における人間関係づくりを促進する】
・ 開発的カウンセリングの技法を活用するなどして，
学級における明るく共感的な人間関係づくりを促進し，
授業における児童生徒の不安や緊張を軽減する。

【温かくかかわりながらサポートしていく】
・ 授業の中で，温かい声かけをするなどして日常的に
サポートし，学習への意欲を喚起する。

【自己の課題への気付きを促す】
・ 現在の自分の学習の仕方について振り返る機会をつ
くり，改善すべき自己の課題への気付きを促す。

【「できる」目標の積み重ねによる解決を促す】
・ 自己の課題への気付きに基づいて，実現可能な目標
を設定し，スモールステップで少しずつ解決すること
ができるようにする。

【プロセスごとに評価して学習意欲を喚起する】
・ 取組の結果だけではなく，その過程をとらえて肯定
的に評価し，児童生徒の学習意欲を喚起する。

【基本的なスタディスキルの獲得を促す】
・ 予習，復習，宿題への取組方や授業の受け方など，
具体的で簡潔な説明や指示を行い，基本的なスタディ
スキルを段階的に獲得していけるようにする。
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４ 児童生徒への対応の実際

（1） 個人面談による対応

個人面談においては，学習に苦戦する

児童生徒の抱えるそれぞれの要因を踏ま

えて指導・援助の方針を立て，教育相談

を進めていく必要がある。

次に，各要因を踏まえた対応例を示す。

ア 認知的要因への対応例

【事例の概要】

中学１年生のＡは，テストでは，90点以上

をとらなければ意味がないという思いを強く

もっているため，テストの結果に悩むことが

多い。

【指導・援助の方針】

○ 90点以上でなければ意味がないという思

い込みを修正する。（ 部）

○ これまでに，努力してきたプロセスと結

果の価値に目を向けさせる。（ 部）

【面談例】

教諭：「午前中，何か元気がなかったけど，

心配なことでもあるんじゃないか？」

Ａ ：「返ってきたテストが悪くて…。」

教諭：「そうか･･･結果が気になっていたんだ

ね。」

Ａ ：「はい･･･。」

教諭：「でも確か君は，今回のテスト全教科

80点以上あったと思うけど？」

Ａ ：「私，80点台じゃ駄目なんです。90点

以上じゃないと意味ない･･･。」

教諭：「うーん。90点以上じゃないと意味が

ないと思っているんだ。」

Ａ ：「･･･。」

教諭：「本当に意味ないんだろうか･･･？」

Ａ ：「･･･。」

教諭：「今回のテスト，全教科80点台をとる

のにも相当がんばったと思うけど，そ

れも意味がない？」

Ａ ：「･･･。確かに，すべてに意味がないと

は思っていませんけど…。」

教諭：「そうだよね。私は，まず，そうやっ

て90点以上を目指して努力した君が，

えらいなと思ったんだ。そして，その

努力の結果である全教科80点台もたい

したもんだと思うんだよ。」

イ 情緒的要因への対応例

ウ 行動的要因への対応例

【事例の概要】

小学６年生のＢは，授業への参加意欲を示

さず，学校では，元気がなく，いつもつまら

なさそうにしている。

【指導・援助の方針】

○ 本人の得意分野の社会をきっかけに，他

の学習への意欲を喚起する。（ 部）

【面談例】

教諭：「最近，元気ないんじゃないか？」

Ｂ ：「だって，学校，つまらないよ。」

教諭：「うーん。学校つまらないかあ･･･。」

Ｂ ：「僕，勉強大嫌いだし･･･。」

教諭：「そう･･･勉強がなあ。あれ？そういえ

ば，さっきの社会の時間，何人かに発

表してもらったけど，君の予習ノート，

とても詳しく書いてあったね？」

Ｂ ：「･･･。ただ，元々そういうの好きだか

ら自分でも本で調べた･･･。」

教諭：「そうなんだ。先生も知らないことが

書いてあってびっくりしたよ。」

Ｂ ：「･･･。」

教諭：「たぶんクラスのみんなもあれを見た

ら驚くと思うなあ･･･。あのノート先生

にもう一回見せてくれないかな？」

Ｂ ：「･･･。もう少し書き足してから，後で

持っていきます･･･。」

【事例の概要】

高校１年生のＣは，いつも宿題が終わらず

悩んでいた。そこで，一週間の家庭での時間

の使い方を記録するよう指示をしていた。

【指導・援助の方針】

○ 時間の使い方を振り返らせ，効率よく使

うことの大切さに気付かせる。（ 部）

【面談例】

教諭：「記録をつけてみてどんなことに気付

いたかな？」

Ｃ ：「結構，無駄な時間が多いかも･･･。」

教諭：「そう･･･。それで，どのくらい無駄な

時間があったのかな？」

Ｃ ：「帰宅してから勉強をするまでの２時

間くらいがいつも無駄ですかね･･･。」

教諭：「じゃ，次の一週間は，その２時間を

何とか有効に使う作戦を立てて，チャ

レンジしてみたらどう？」



- 4 -

（2） チームによる対応

様々な要因が複合し，学習に苦戦している児童生徒が，不適応行動を起こすなど，担任

一人での対応が困難な場合は，複数の援助者が，共通の援助方針をもって指導・援助を行

うことが必要である。

次に，石隈・田村式援助チームシートを活用した指導・援助例について示す（図２）。

児童生徒が学習に苦戦する要因は，必ずし 姿を多面的にとらえて情報を共有し，学習に

も本人にあるとは限らない。 苦戦する児童生徒を早期に指導・援助してい

たとえば，学級全体が落ち着かない雰囲気 く指導体制を確立させることが大切である。

であることや，教師とのラポートがうまくと
【引用・参考文献】

れていないなどの学習環境に関する要因や，

家庭環境にかかる要因も考えられる。

学校においては，担任だけでなく，より多

くの教師が，それぞれの立場から児童生徒の

【事例の概要】

中学２年生のＤは，１年時から学業不振に苦しみ，２年生になって授業中に騒ぐなどして周囲に迷

惑をかけ，よく注意を受けるようになった。

これまで担任は，教科担任から連絡を受ける度に，Ｄを指導してきた。しかし，Ｄは，指導に対して

も反発することが多く見られた。そこで，学年部会において，チームによる対応を行うことにした。

第１回目の援助会議（10月初旬：学年主任，担任，副担任，部活動顧問，養護教諭，教頭）において，

教科担任等から収集した情報を基に，Ｄへの援助について話し合いをもち，共通理解を図った。

学年・組 ２年○組○番 学習面 心理・社会面 進路面 健康面
生徒氏名 ○○○○ (学習状況) (情緒面) (得意なことや趣味) (健康状況)

担任氏名 △△△△ (学習スタイル) (ストレス対処スタイル) (将来の夢や計画) (身体面の様子)

(学習) など (人間関係) など (進路希望) など など

情
(Ａ)いいところ ・ 体育が得意 ・ 幼い弟の面倒を ・ 野球が好き ・ 体力がある

報
子どもの自助資源 よく見る ・ 模型製作が得意

の
(Ｂ)気になるところ ・ 授業中騒ぐ ・ 日常的にイライ ・ 進路目標がない ・ 夜ふかしによる

ま

援助が必要なところ ・ 全教科学力不振 ラしている 睡眠不足

と
(Ｃ)してみたこと ・ 前担任からの情 ・ 授業態度につい ・ 特になし ・ 保護者への協力

め
今まで行った，ある 報収集 て何度も注意した 依頼
いは，今行っている ・ 担任から学年部 (担任・教科担)
援助など への協力依頼

援 (Ｄ)この時点での目標と
１ Ｄと教師との温かい人間関係づくりに努める

助 援助方針
２ 教育相談によって，Ｄの心理的安定を図る

方
３ 個別指導等による学習面のサポートを行う

針
(Ｅ)これからの援助で何 ① 授業での声かけ ① 教育相談を定期 ① 野球や模型の話 ① 生活習慣を改善

を行うか 等のサポーﾄをする 的に行いながら， 題をきっかけに， する必要性に気付
② Ｄに応じた学習 Ｄの話を聴く 進路について考え かせる

援
課題を与える ② ストレスの対処 させ，自己の可能 ② 保護者と定期的

法を教える 性に気付かせる に連絡を取る

助
(Ｆ)誰が行うか ①② 教科担任 ① 担任 ① 進路指導担当 ① 養護教諭

② 教育相談担当 ① 部活動顧問 ② 担任

(Ｇ)いつからいつまで行 ①②教科担任への依 ①来週～（週１回） ① 10 月中（各１回） ①２学期中（１回）
うか 頼後～２学期末 ②来週～（月１回） ②来週～２学期末

(「石隈・田村式援助チームシート」を参考に作成)

・國分康孝・國分久子監修『学習に苦戦する子』 2003 図書文化

・石隈利紀・田村節子著『石隈・田村式援助シートによるチーム援助入門』

2003 図書文化

・飯塚俊編『小学校場面別・タイプ別言葉かけ集Ａ～Ｚ』

1998 図書文化

図２ 学習に苦戦するＤへのチームによる対応

（教育相談課）


